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第3図　品種間における登熟歩合及び籾水分と脱辞率

との関係

4　む　　す　　び

脱梓米の発生の多少は，豊熟歩合の高低及び籾水分の

多寡により，ほゞ，決定されるもののようであった。こ

のような関係は，棟内における主梓と分けつ及び1穂内

での脱辞率の差異，あるいは品種間の差異についても．

ある程度適用されるようである。しかし．脱伴性をさら

に厳密にみるとすれば，これらの要因だけでは不充分で

あり．籾の形態学的な面からの検討も必要であろうと考

える。

本試験で得られた結果は，麦類系統用′ト塾脱穀機を検

定に使用した場合であり，実際のコソパイン収穫のさい

に発生する脱梓現象と一致するか否かには疑念がもたれ

よう。しかし，本試験の結果は，1964年，東北農試機械

化作業第1研究室において，403型イソターナショナル

ライスコソバイソを使用した結果とはゞ一致している。

すなわち，コソバイソによる脱梓率は，クリアラソス，

流量などによってことなったが，出穂後40日では4～5

％を示したものが，出穂後60日以上になると10％以上に

増加している。このことから，′卜型脱穀機を検定磯とし

て使用した本試験の新来から，コソパイン収控のさいに

みられる脱梓現象を推定してもさしつかえないように思

われる。しかし．詳細については，さらに検討の必要が

あろう。

牧草導入を伴う田畑輪換に関する研究

第1報　牧草の生育量及びこれが刈取残体の跡地土壌

におよはす窒素の地力的影響について

佐々木信夫・千葉満男・佐々木枕・伊藤吾郎

（岩手県桑試県南分場）

1ま　え　が　き

近年，水資源の開発のための多目的ダムの建設が進

み，畠業においてもこれが利用による耕地の開発・基盤

の整備が盛んに進められているが，このダムからの限ら

れた農業用水の合理的利用と，開発された耕地の高度利

用による営農の改善・合理化が重要な課題となってい

る。

この一型態として，岩手県和賀中部地区において，牧

草導入をともなう主穀酪農型田畑輪換が計画され，その

試験が実施されている。ここは洪潰性火山灰土壌に耕地

を造成し，田畑輪換を3年のサイクルで輪換する方式を

とっているが，その前半を経て，牧草の生育量及びこれ

が刈取残体の跡地土壌におよばす影響，特に窒素の地力

的影響について検討を加えたのでその結果を報告する。

2　試　験　方　法

岩手県和賀中部地区（和賀町字後藤野）の腐植に富む

洪硫性火山灰土壌の林野を30α水田に開田し．第1表の

条件で牧草類を播種し試験を実施した。

3　試　験　結　果

1．牧草塀の収量性

牧草の収量は混播区が最も多く∴董科単播区がこれに
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第1表　　試　　　験 方 法

2　董科単播区
ラヂ／クローバ

3霊木琵
混播区

オーチャ
ラス

グド

ラジノクローパ

4貫通畑作物

5　裸　地　区

6　燐酸標準区

7　燐酸3倍区

青刈　ラ†麦
大　　　　　豆
青刈とうもろこ
し

飼　料　カ　ブ

1963年6月12日

1964年6月6日

1964年9月4日

1962年9月17日

1．2g
0．54g

0．48g

0．36g

江　牧草の追肥　N：2．10吻（董科半量）K20：2．45た9

第　2　表　　牧　草　額　の　収　量　性

5月16日
10月17日

30．015回刈り

8月28日

11月13日

6回刈り

量

計
区 名

次ぎ，禾本科単播区は低収である。特に第1年度は窒素

無追肥条件であったので禾本科の生育が不良であった。

混播牧草では燐酸を多用すると増収するが，5ton前後

の生草重が一般的な収量である。これを養分・の面からみ

ても嵐蛋白質生産量では豊科単播区が大であるが．可消

化着分総量及び家畜の生理上からも混播が最も好適なこ

とが知られる。青刈煩は粗蛋白質生産の面では劣るが，

可消化養分総量の生産量では混播牧草に匹敵するので，

これらの活用が望まれる。

2．枚草刈取り残体調査

牧草の刈坂り跡地にどれくらいの有機質が残るかをみ

るために，掘取り法により．各区2連，15e爪ごとに3層

計45e庇まで，2m鮪上に水洗残存した板量を調査した。

これによると禾本科区が最も残体量が多く，10α当り

約4，200毎，次いで混播区で3，600毎，豊科区は最も少

く禾本科のほぼ半量である。特に禾本科では蓋科に比

し，地上部重一・まわずかに大であるにも拘らず．地下部重

がはるかに大きく　3．5倍以上になっている。すなわち禾
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第3　表　牧　草　刈　取　残　体　調　査

位

計

区

本科では地上部より地下部が大で7095もしめるが，豊科

では逆になり地下部重が地上部重の40％強をしめるに過

ぎない。混播ではこの関係の中間にあり，やや禾本科に

片寄ったタイプを示すが，これは地下部は主として禾本

科となるので，このような傾向を示すものと考えられ

る（禾本科率第1層68％）。

第　4　表　　刈取残体の含有成分（乾物中）

また有効土層を15∽，最大でも第2層30C花までと一仮定

すれば，残体全量の94～95％がこの層に含まれ，董料で

は96％も含まれるのでほとんど大部分の牧草残体は第1

層にあって，水田転換後の地力窒素の母材となると考え

てよいようである。

この刈取残体の窒素含量をみると．残存量とは全く逆

第5表　刈取残体の残存成分量（毎／10α）

（有効土層30e椛として）

区

オーチャードグ
ラス

7．45】2．7214．7412．6110．38

2．芸　科　単　播　区
ラジノクローノ

に芸科次いで混播が高く，禾本科ではやや低濃度であ

る。特に重科では地上部も地下部も同程度の高い窒素含

量を示すが，禾本科では地下部が地上部よりはるかに低

い窒素含量であることが特異的である。したがって残体

に残る窒素量は混播が最も大で14毎，豊科で9．5軸，禾

本科では7毎強である0よって蓋科と禾本科の混播が残
存窒素量が臆も大きいことが知られる。

なおSiは禾本科の残体に多く，豊科残体ではNのほ

か，Ca・M厄が多くKもやや多い。Pは同程度である。そ

してこれらの成分はSi及び等料のNを除けば，根郡が地
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上部の茎葉残部より一般に低含量を示している。

3．跡地土壌のNH4－N化成量

前述のごとく，多量の窒素分が残体とともに跡地土壌

1ql

に残るが，牧草畑を水田に転換した際，この残体窒素が

いかなる影響をおよはすかを湛水インキュべ－ト法によ

り種々検討を試みた。

第　6　表　　跡地土壌のNH4－N化成量

A・牧草残体のない場合（Nm9／100g乾土）

層　　　　位
区　　　　別

1．」原　　土

2．水　　旧

3．普通畑

4．禾本科

5．：豊　　科

6．混　　播

7．燐酸標準

8．燐酸3倍

湿　　潤　　　土 風　乾　土
温　　度
上昇効果

400C～300C

乾土効果

B．牧草残体付の場合（N叩／100g乾土）

（第1層）

区 別

それによれは，牧草残体を取り除いた土壌（細根，毛

根は含まれている）では，いずれもNH4－Nの放出量

が少なく，温度上昇効果は1～2N喝で竜土効果もほゞ

同程度にすぎない。しかるに牧草残体付の場合には，20

0Cの比較的低温でもよく　NH4－Nが放出され，特に

豊科，次いで董科のある混播で二王10喝前後の多量に及ん

でいる。300Cではさらにぐんと放出量が増大する。禾

本科では200Cではやゝ少ないが，300C以上の高温に

なると急に分解が進み，放出量が大となってくる。普通

畑は極めて少く水田土壌と同様で，原土よりやゝ優る程

度である。

この放出窒素の原因が果して牧草残体そのものに由来

するものかどうかを確かめるため，未耕地原土に牧草残

体だけ添加して同様に処理したところ，残体除去の牧草

畑土壌ではほとんど出ないのに，添加した原土では大量

のNIi4－Nが発現してくることから，殆んと大部分牧

草残体そのものの分解により無機化した窒素であること

が明らかとなった。

4．温度の変化に伴うNH4－N化成の速度

このように牧草畑跡地土壌では大量のNH4－Nが放
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第7表　温度の変化に伴うNH4－N化成の速度（NIi4－N叩日0膵最上）

時

2
n
7
0
U
2
n
u
／

1

0

2

／

n

U

′

ヽ

ノ

〔10日～20日後」

】

J

O

O

O

（

u

7

′

n

V

O

l

1

4

′

∩

〉

／

■

U

L
2
．
3
．
4
．
5
．
6
．
¶

土
田
畑
科
料
播

通
本

原
水
普
禾
蓋
混

ュ

J

′

0

7

0

1

0

6．1

13．7

11．3

／

h

U

ハ

X

U

⊂

J

っ

J

′

n

U

▲

t

J

O
2
1
0
7
っ
J

▲

て

J

ュ

J

5

0

ノ

8

0

1
▲
‖
7
へ
ヽ
〕
亡
一
一
く
ノ
5

1
1
J
2

っ
J
8
8
【
J
4
7

0
2
0
8
8
2

4

一

．

⊃

l

J

1

0

4

0

1

1

0

′

▲

U

つ

ん

l

「

－

1

1
5
　
　
／
h
U
n
7
8

2

′

▲

U

　

　

っ

J

n

Y

1

1

－

】

▲

つ

】

2

0

7

C

ノ

／

h

U

2

0
1
0
1
2
2

っ
J
2
Q
U
2
9
7

0
1
0
4
っ
J
l

H－はれるが，どのような様相で放出されるかを時期別，

変温別に検討した。

その結果，さきに200Cで発生したNH4－Nは最初

の1批】間で芸科では大部分．禾本科では約半分発生して

くることが知られた0すなわち董科では比較的低温でも

極めて分解が速かであり，禾本科では重科より通いが比

較的よく分解し・窒素が無機化する。そして高温になる

にしたがってますます多くなってくることが判った。

温度条件を変えた場合には，次第に高温になる条件で

はその温度上昇につれてNの放出量も増大し，一度高温

にしてまた低温条件を与えればNの無機化は停頓するか

または・わずかになってくる。しかし高温時に放出され

た窒素量は低下減少することはほとんどないことが知ら
れた。

以上のように牧草畑の水田転換では，牧草残体に由来

する窒素の発現が低温でも比較的速かでかつ大量である

ことが判明したので，転換水田の水稲の肥培管理，特に窒

素施肥及び潅排水には細心の注意が肝要と思考される。
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4　摘　　　　要

1・田畑輪換で牧草を導入した場合の牧草類の収量は

単棒よりも混格がよく・4～5tonの生草収量が燈られ
る。

2・刈取残体量は禾本科4・2ton，混播3．6ton，豊

科は禾本科の約半量である。

3・残体に残る窒素量は混播が最も多く14軸．蓋科が

これに次ぎ9・5枚禾本科はやゝ低く7毎強である。

4・跡地土壌のNH4－N化成量は重科が最も大で，

混播がこれに次ぎ・禾本科がやゝ低い○しかし普通畑は

きわめて少ない0刈喉残体を除去すればいずれもNの発

現はきわめて少なく・Nの放出は牧草残体そのものに由
来するものである。

5t NH4－－Nの発現は200Cくらいの比較的低温で

も短期間に行われるので・現地条件でも早期のNの放出

が考えられ・これらの対策が必要である。


